
第 3回省力化投資補助金 採択結果分析 

このホワイトペーパーは、独立行政法人中小企業基盤整備機構が公表した「一般

型公募（第３回）採択結果」や採択者リストを分析し、今後の施策検討や申請の

参考にして頂くために作成したものである。2025年 11月 28日に発表された採択

数は 1,854件、申請数は 2,775件で、採択率はおよそ 66.8 %に達した[1]。第 2回

公募から申請数が大幅に増えたにもかかわらず、高水準の採択率が維持されてい

る[1]。以下、採択結果の要点と今後のスケジュールを整理する。 

目次 
1. 採択結果の概要 ........................................................................................... 2 

1.1 業種別採択比率 ...................................................................................... 2 

1.2 都道府県別採択件数 ............................................................................... 3 

1.3 補助金申請額の分布 ............................................................................... 5 

1.4 従業員規模別採択比率 ............................................................................ 5 

1.5 資本金別採択比率 ................................................................................... 6 

1.6 法人格別採択件数 ................................................................................... 7 

2. 採択数増加の背景 ........................................................................................ 7 

3. テーマ×業種分析 ........................................................................................ 8 

3.1 製造業 .................................................................................................... 8 

3.2 建設業 .................................................................................................... 9 

3.3 農業・畜産業 .......................................................................................... 9 

3.4 サービス業・小売業 ............................................................................. 10 

4. 課題と留意点 ............................................................................................. 11 

4.1 申請要件の複雑さ ................................................................................. 11 

4.2 採択事業者の傾向 ................................................................................. 11 

2025年11月28日　コインバンク株式会社

https://kok-consulting.com/6830#:%7E:text=11%E6%9C%8828%E6%97%A5%E3%80%81%E4%B8%AD%E5%B0%8F%E4%BC%81%E6%A5%AD%E7%9C%81%E5%8A%9B%E5%8C%96%E6%8A%95%E8%B3%87%E8%A3%9C%E5%8A%A9%E9%87%91%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%81%A7%E3%80%81%E7%9C%81%E5%8A%9B%E5%8C%96%E6%8A%95%E8%B3%87%E8%A3%9C%E5%8A%A9%E9%87%91%EF%BC%88%E4%B8%80%E8%88%AC%E5%9E%8B%EF%BC%89%E7%AC%AC3%E5%9B%9E%E5%85%AC%E5%8B%9F%E3%81%AE%E6%8E%A1%E6%8A%9E%E7%B5%90%20%E6%9E%9C%E3%81%8C%E5%85%AC%E8%A1%A8%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82%E7%94%B3%E8%AB%8B%E6%95%B02%2C775%EF%BC%8F%E6%8E%A1%E6%8A%9E%E6%95%B01%2C854%EF%BC%8F%E6%8E%A1%E6%8A%9E%E7%8E%8766.8
https://kok-consulting.com/6830#:%7E:text=11%E6%9C%8828%E6%97%A5%E3%80%81%E4%B8%AD%E5%B0%8F%E4%BC%81%E6%A5%AD%E7%9C%81%E5%8A%9B%E5%8C%96%E6%8A%95%E8%B3%87%E8%A3%9C%E5%8A%A9%E9%87%91%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%81%A7%E3%80%81%E7%9C%81%E5%8A%9B%E5%8C%96%E6%8A%95%E8%B3%87%E8%A3%9C%E5%8A%A9%E9%87%91%EF%BC%88%E4%B8%80%E8%88%AC%E5%9E%8B%EF%BC%89%E7%AC%AC3%E5%9B%9E%E5%85%AC%E5%8B%9F%E3%81%AE%E6%8E%A1%E6%8A%9E%E7%B5%90%20%E6%9E%9C%E3%81%8C%E5%85%AC%E8%A1%A8%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82%E7%94%B3%E8%AB%8B%E6%95%B02%2C775%EF%BC%8F%E6%8E%A1%E6%8A%9E%E6%95%B01%2C854%EF%BC%8F%E6%8E%A1%E6%8A%9E%E7%8E%8766.8


5. 今後の応募申請スケジュール ..................................................................... 11 

6. まとめ ....................................................................................................... 11 

 

 

1. 採択結果の概要 

公募回 申請数 採択数 採択率 

第 1 回 1809 1240 69% 

第 2 回 1160 707 61% 

第 3 回 2775 1854 67% 

  

1.1 業種別採択比率 

採択者の主たる業種を日本標準産業分類に基づいて集計した結果、製造業が

51.3 %と過半を占め、次いで建設業が 15.5 %であった[2]。情報通信業や運輸業、

卸売業は 1〜5 %程度にとどまり、農林水産業・金融業は 1 %未満という構成であ
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る[3]。この結果から、省力化・省人化投資への需要は、現場の自動化やライン効

率化を求める製造・建設分野に集中していることが読み取れる。 

業種 採択比率 

製造業 51.3 % 

建設業 15.5 % 

卸売業 5.3 % 

小売業 3.9 % 

学術研究・専門技術サービス業 4.2 % 

情報通信業 1.7 % 

運輸業・郵便業 1.7 % 

その他サービス業・農林漁業など 残り 16.4 % 

 

1.2 都道府県別採択件数 

採択件数は近畿・関東・中部圏に集中しており、大阪府が 182件で最多、東京都

が 167件、愛知県が 147件と続く[4][5]。いずれも大都市圏であり、製造・サー

ビスの拠点が多いことが背景にある。また大阪府は 2025年の大阪・関西万博を控
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え、外国人対応の省力化・DX投資需要が高まっている可能性がある。このトップ

3が全体の約 25 %を占めている。 

順位 都道府県 採択件数 

1 大阪府 182 

2 東京都 167 

3 愛知県 147 

4 兵庫県 77 

5 埼玉県 77 

6 京都府 70 

7 静岡県 69 

8 神奈川県 59 

9 北海道 59 

10 福岡県 59 

※上表は採択結果概要から読み取れる上位 10都道府県をまとめたものであり、全

件を網羅したものではない。 
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1.3 補助金申請額の分布 

採択者が申請した補助金額を区分別に見ると、1,500万〜1,750万円未満のレンジ

が最多で全体の 20.7 %を占め、次いで 1,000万〜1,250万円未満（11.3 %）、

1,750万〜2,000万円未満（11.3 %）となる[6]。0.9 %が 7,000万〜8,000万円未

満、0.1 %が 9,000万円〜1億円未満と高額だが、1億円以上の申請は確認されな

かった[6]。第 2回と同様に 1,500万〜1,750万円帯がボリュームゾーンとなって

おり、補助金上限（従業員数に応じて最大 8,000万円）を大幅に下回る中規模投

資が主流である。 

 

 

1.4 従業員規模別採択比率 

従業員数別では 6〜10人が 14.7 %、5人以下が 14.1 %と小規模事業者の採択が目

立つ[7]。一方で 101〜200人規模が 7.6 %と中堅企業の存在感もある[7]。従業員

21〜30人（12.7 %）や 11〜15人（11.9 %）といった階層が続き、社員 200人超の

企業はわずか数％にとどまる[7]。採択件数の主力はやはり小規模〜中小規模であ

り、省力化投資による労働生産性向上のニーズが強いことがわかる。 
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1.5 資本金別採択比率 

資本金別では 1,000万〜2,000万円未満の企業が 31.1 %で最多、次いで 500万〜

1,000万円未満が 17.2 %、2,000万〜3,000万円未満が 12.0 %であった[8]。個人

事業主は別枠で 2.9 %を占め、100万円未満や 100〜500万円未満の小規模資本層

が続く[8]。この分布から、資本金 1億円未満の中小企業が圧倒的多数であり、資

本金規模が 1〜2億円台の大企業の申請はほとんど見られない。 
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1.6 法人格別採択件数 

採択者リストから事業者名と法人番号を突合し、法人格を判定した結果をまとめ

た。株式会社が全体の約 75 %（2,276件）を占め、有限会社が 18 %（556件）、

合同会社が 1 %（36 件）、個人事業主が 6 %（179 件）となった。合名会社は 1 社、

合資会社と NPO法人は本公募では確認できなかった。以下は法人格別の採択件数

である。 

法人格 採択件数 割合 

株式会社 2,276 74.7 % 

有限会社 556 18.3 % 

合同会社 36 1.2 % 

合名会社 1 0.0 % 

合資会社 0 0.0 % 

NPO法人 0 0.0 % 

個人事業主 179 5.8 % 

 

この結果から、中小企業の中でも株式会社形態が圧倒的に多いことが分かる。有

限会社や合同会社の申請件数は限定的であり、個人事業主としての採択も約 6 %に

過ぎない。なお有限会社は 2006年の会社法改正以前に設立された企業が多く、地

方の製造業・建設業に根強く残っている。 

2. 採択数増加の背景 

第 3回公募は第 2回に比べ申請数が急増した。考えられる要因として、以下が挙

げられる。 

1. カタログ登録製品の拡充と認知度向上 – 製品カタログに登録された省力化

機器が 1,500件を超え、販売事業者も約 2,500社に増加するなど、利用可

能な選択肢が拡大している。またメディアや公的機関による広報が進み、

制度の認知が高まった。 

2. 賃上げや人手不足への対応策としての需要増 – 最低賃金の上昇や労働力不

足への対応策として、既存人員で生産性を高める省力化投資が注目されて

いる。特に飲食・宿泊・物流といった人手集約業種での需要が増えた。 

3. 大阪・関西万博やインバウンド需要への備え – 2025年開催の大阪・関西万

博に向け、外国人向けサービスの省人化・DX化を進める動きが大阪周辺企

業で活発化しており、大阪府の採択件数増加に表れている。 
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4. 申請手続きのデジタル化 – ポータルサイトを通じた申請が定着し、認定支

援機関による伴走支援も普及したことで、申請のハードルが下がった。 

3. テーマ×業種分析 

採択者リストや概要資料を分析すると、テーマ（課題）と業種の組み合わせには

一定の傾向がある。 

3.1 製造業 

製造業からの採択が半数を占め、テーマとしては「生産ラインの自動化」「搬

送・在庫管理の無人化」「品質検査の AI化」が多い。具体的には、工場内の仕掛

品や在庫をリフト式自動収納システムで集約し、AMR（自律移動ロボット）で運搬

を無人化する事例や、パレタイジングロボットや自動包装システムで梱包工程を

自動化する事例が挙げられる[9]。生産管理システムとの連携により、在庫情報を

リアルタイムに把握し出荷ミスを減らすなど、ファクトリーオートメーション×

IT連携が主流となっている。 
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3.2 建設業 

建設業では、省力化のテーマが「見積・積算の効率化」や「重機の自動化」に集

中している。たとえば、AI機能を搭載した工事見積自動作成システムを導入し、

積算作業を 4分の 1に短縮する事例が紹介されている[10]。RAG（Retrieval-

Augmented Generation）を活用して過去の見積データや資材価格を学習する AIが

見積書を自動生成し、担当者は最終確認のみを行う仕組みだ。このようにデジタ

ルツールによるホワイトカラー業務の効率化が建設業の主流テーマになっている。 

 

3.3 農業・畜産業 

採択者リストからは、酪農や農業分野で「自動搾乳ロボット」「水田管理用ドロ

ーン」「自動操舵トラクター」などの導入事例が多く見られる。人手不足が顕著

な一次産業において、IoT機器やロボットによる 24時間稼働が省力化効果を発揮

している。個人事業主の採択が一定数あるのは、こうした小規模農家の投資が反

映されているためである。 

2025年11月28日　コインバンク株式会社

https://shoryokuka.smrj.go.jp/assets/pdf/grant_adoption_summary_ippan_03.pdf#:%7E:text=%E2%9A%AB%E5%B7%A5%E4%BA%8B%E9%83%A8%E9%96%80%E3%81%8C%E5%8F%97%E6%B3%A8%E6%A1%88%E4%BB%B6%E3%81%AE%E7%A9%8D%E7%AE%97%E3%81%8B%20%E3%82%89%E8%A6%8B%E7%A9%8D%E4%BD%9C%E6%88%90%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%AB%E3%80%811%E4%BB%B6%E3%81%82%E3%81%9F%E3%82%8A%202%E6%99%82%E9%96%93%E4%BB%A5%E4%B8%8A%E3%81%AE%E5%B7%A5%E6%95%B0%E3%82%92%E8%A6%81%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82%20%E2%9A%AB%E8%A6%8B%E7%A9%8D%E4%BD%9C%E6%88%90%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E3%81%8C%E5%B1%9E%E4%BA%BA%E7%9A%84%E3%81%A7%E3%81%82%E3%82%8A%20%E7%A9%8D%E7%AE%97%E6%BC%8F%E3%82%8C%E3%82%84%E3%83%9F%E3%82%B9%E3%80%81%E8%A8%88%E4%B8%8A%E6%BC%8F%E3%82%8C%E3%81%AB,%E8%A6%8B%E7%A9%8D%E5%86%85%E5%AE%B9%E3%81%AE%E8%87%AA%E5%8B%95%E7%94%9F%E6%88%90%E3%82%92%E5%AE%9F%E7%8F%BE%E3%80%82%20%E6%8B%85%E5%BD%93%E8%80%85%E3%81%AF%E3%80%81%E8%87%AA%E5%8B%95%E7%94%9F%E6%88%90%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%9F%E8%A6%8B%E7%A9%8D%E6%9B%B8%20%E3%81%AE%E3%83%81%E3%82%A7%E3%83%83%E3%82%AF%E3%82%84%E3%80%81%E5%80%8B%E5%88%A5%E4%BA%8B%E6%A1%88%E3%82%92%E5%8B%98%E6%A1%88%E3%81%97%20%E3%81%A6%E8%BF%BD%E5%8A%A0%E3%83%BB%E4%BF%AE%E6%AD%A3%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%A7%E9%80%9F%E3%82%84%E3%81%8B%E3%81%AB%20%E8%A6%8B%E7%A9%8D%E5%9B%9E%E7%AD%94%E3%81%8C%E5%8F%AF%E8%83%BD%E3%81%A8%E3%81%AA%E3%82%8B%E3%80%82


 

3.4 サービス業・小売業 

小売・飲食業では、セルフレジやデジタルオーダーシステム、ホテルでの無人チ

ェックイン機の導入が多い。情報通信業や学術・専門サービス業では、業務管理

システムや AIによるデータ分析ツールなどバックオフィス業務の省力化が中心で

ある。これらの導入により、顧客応対に注力できる体制が整いつつある。 
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4. 課題と留意点 

4.1 申請要件の複雑さ 

採択率は 66.8 %と高いものの、申請手続きは依然として複雑である。特に「一人

当たり給与支給総額の要件」では、地域別最低賃金の年平均上昇率を満たさない

と申請画面でエラーが出る仕様となっており、賃金を下げて従業員を増やすモデ

ルは暗黙に排除されている。このため、最低賃金近辺で雇用している事業者は、

給与支給総額を増加させた上で申請計画を立てる必要がある。 

4.2 採択事業者の傾向 

従業員数と資本金の分布を見る限り、小規模事業者や資本金 1,000万〜2,000万円

未満の企業が主なターゲットとなっている。補助金額のボリュームゾーンも中規

模であり、設備投資額 2,000万円未満の案件が半数以上である。従業員 101〜200

人規模の企業が一定数採択されているのは、100億円企業宣言（政府が掲げた中小

企業の大胆な投資支援策）に呼応して積極的な設備投資を行った企業が含まれて

いる可能性がある。 

5. 今後の応募申請スケジュール 

中小企業省力化投資補助金（一般型）の今後の公募スケジュール（第 4回および

第 5 回）は以下のとおりである[11]。第 4 回の採択発表は 2026 年 3 月中旬予定で、

すでに申請受付を終了している。第 5回の公募開始日は 2025年 12月中旬、申請

受付開始は 2026年 2月上旬、締切は 2月下旬と予定されており、具体的な採択発

表日は未定[11]。 

公募

回 公募開始日 申請受付開始日 公募締切日 採択発表日 

第 4

回 

2025年 9月 19日

（金） 

2025年 11月 4

日（火） 

2025年 11月 27日

（木）17:00 

2026年 3月中

旬（予定） 

第 5

回 

2025年 12月中旬

（予定） 

2026年 2月上旬

（予定） 

2026年 2月下旬

（予定） 

後日お知らせ 

6. まとめ 

第 3回公募の分析からは、基本的な傾向に大きな変化はないものの、申請数が増

えても採択率は 60 %台後半で安定していることが確認できた。採択件数は製造

業・建設業に集中し、都市部（特に大阪・東京・愛知）に偏在する。申請額のボ

リュームゾーンは 1,500万〜1,750万円で、従業員数では 5〜10名の小規模企業が
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中心ながら、100名超の中堅企業も一定数存在する。資本金では 1,000万〜2,000

万円未満が 3割を占め、中規模企業の省人化投資が主流である。 

一方で、申請手続きは複雑で、給与支給総額の要件など実務上のハードルが存在

する。申請を検討する事業者は、早めに認定経営革新等支援機関に相談し、申請

要件の確認と事業計画のブラッシュアップを行うことが重要である。省力化投資

補助金は今後も年 3〜4回のペースで公募が続くため、適切なタイミングで準備を

進めれば高い確率で採択されるだろう。 

 

[1] 省力化投資補助金（一般型）第 3回公募の採択結果が発表されました！ | Ｋ

ＯＫコンサルティング（経営会議ファシリテーター） 

https://kok-consulting.com/6830 

[2] [3] [4] [5] [6] [7] [8] [9] [10] grant_adoption_summary_ippan_03.pdf 

https://shoryokuka.smrj.go.jp/assets/pdf/grant_adoption_summary_ippan_03.

pdf 

[11] スケジュール（一般型）｜中小企業省力化投資補助金 

https://shoryokuka.smrj.go.jp/ippan/schedule/ 
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https://shoryokuka.smrj.go.jp/assets/pdf/grant_adoption_summary_ippan_03.pdf
https://shoryokuka.smrj.go.jp/assets/pdf/grant_adoption_summary_ippan_03.pdf
https://shoryokuka.smrj.go.jp/ippan/schedule/#:%7E:text=%E7%AC%AC4%E5%9B%9E
https://shoryokuka.smrj.go.jp/ippan/schedule/
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